
スプリッタープレート長が矩形断面の空力振動に与える影響 

 

九州工業大学    学生会員 ○黒田達仁       

   九州工業大学大学院 正会員   松田一俊 加藤九州男 

                     九州工業大学   （研究当時） 田代裕己   

 

1．はじめに 

渦励振と呼ばれる限定振動には，カルマン渦の放出振動数と物体の固有振動数が同期して発現するカルマン渦励

振と前縁剥離渦と後縁二次渦の一体化によって発現する自己励起型渦励振1)の2つが存在し，断面辺長比B/D=2.8～

6.0の矩形断面の場合，カルマン渦励振と自己励起型渦励振は干渉することが明らかとなっている2)．そのため，カ

ルマン渦を抑制し，自己励起型渦の流れに着目するため，一般的にスプリッタープレートが風洞実験に使用されて

いる． 

スプリッタープレートは本来長いほど有効であると考えられてきた3)が，必要最低限の長さについては明らかに

されていないことから，本研究ではスプリッタープレートの設置による応答振幅の変化からスプリッタープレート

が有効に機能しているか判断し，プレートの長さと断面高さおよび断面幅との関係を明らかにすることを目的とし

て実験を行った． 

2．実験概要 

 本研究では断面辺長比B/D=1.18および0.5の2種類の矩

形断面においてそれぞれL=500，1000，2200[mm]および

L=560，1060，2260[mm]の各3種類の長さのスプリッター

プレート（図-1および写真-1参照）を用いて鉛直たわみ1

自由度応答実験を行った．尚，プレートの板厚は13[mm]

とし，模型とプレートの設置間隔は10[mm]で固定した．

模型はB/D=0.5の模型をコア模型とし，付加模型を取り付

けることで辺長比を変更した．また，それぞれのB/Dにお

ける実験結果を比較するため，模型のスクルートン数

Sc=2mδ/ρD2（m：模型単位長さ質量[kg/m]，δ：構造対数減

衰率， ρ：空気密度[kg/m3]，D：模型高さ[m]）は，電磁

ダンパーを用いて構造対数減衰率δを調節することにより

Sc=1.32とした． 

3．実験結果および考察 

B/D=1.18およびB/D=0.5における実験結果をそれぞれ図

-2および図-3に示す．図-2よりB/D=1.18の矩形断面では，

自己励起型渦励振風速域における最大応答振幅についてはプレート無の場合は無次元倍振幅2A/D=0.13，プレート

設置時はどのケースにおいても2A/D=0.05付近となり，プレートの設置により最大応答振幅が低減することが明ら

かとなった．また，カルマン渦励振については，L=500[mm]のケースのみ他のケースと比べて発現換算風速がVr=6

付近となり，最大応答振幅も抑制された．これについては，プレートの長さが短すぎたことが原因であると考えら

れる．詳細は可視化実験により明らかにする必要がある．このことからB/D=1.18においてはL=1000[mm]よりスプリ

ッタープレートが有効に機能していると考えられる．したがって，プレートの必要最低限の長さはL=1000[mm] 

≒4.7B ≒5.6Dであると推察される．また，図-3よりB/D=0.5の矩形断面では，全てのケースにおいて自己励起型渦励

振が発現していない．これは，スクルートン数をSc=1.32に調節したことで振動が抑制されたと考えられる．また，

図-1 模型およびｽﾌﾟﾘｯﾀｰﾌﾟﾚｰﾄ概略図 

写真-1 模型およびｽﾌﾟﾘｯﾀｰﾌﾟﾚｰﾄ設置状況 
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カルマン渦励振について，発現換算風速はプレ

ート無，L=560[mm]のケースでVr=3.9，L=1060，

2260[mm]のケースでVr=3.5となり，最大応答振

幅はプレート無，L=560[mm]のケースでは2A/D

≧0.3であるのに対し，L=1060，2260[mm]のケ

ースでは2A/D=0.3に漸近している． 

このことからL=1060，2260[mm]のケースでは

プレートの設置によりカルマン渦を抑制して

いると考えられる．このことからB/D=0.5にお

いてはL=1060[mm]よりスプリッタープレー

トが有効に機能していると考えられるため，

プレートの必要最低限の長さはL=1060[mm] 

≒11.8B ≒5.9Dであると推察される． 

以上の実験結果から，プレートの長さと模型

幅Bの関係について見ていくと，B/D=1.18では

4.7Bのプレート長であれば有効に機能している

と判断される．一方，B/D=0.5では6.2B（B/D=0.5，

L=560[mm]のケース）の長さがあっても有効に

機能していないと判断される．したがって，ス

プリッタープレートの有効性は模型幅Bに依存

しないことが推察される．また，プレートの長

さと模型高さDの関係について見ていくと，

B/D=1.18では5.6D，B/D=0.5では5.9Dでスプリッ

タープレートが有効に機能していると判断され

るため，スプリッタープレートの有効性は模型

高に依存していると推測される． 

4．結論 

 スプリッタープレートは模型高さD に依存し

ており，プレート長と模型高さD の関係から必

要最低限の長さはL=1060[mm] ≒5.9Dであると

推察される． 
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(a)プレート無 (b)L=500mm 

(c)L=1000mm (d)L=2200mm 

図-2 B/D=1.18 応答図 

(a)プレート無 (b)L=560mm 

(c)L=1060mm (d)L=2260mm 

図-3 B/D=0.5 応答図 
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